

















































































































































































































































7f+妄あ定元 高盛 衰活動蒜 可
行動的把握 映像的把握 記号的把握
6 具体的な指導①






























































































































































































































映像的把握-記 別 勺把握の段階 として,並ん
だ赦鼠ブロックを見ながら考えた り,空のMLの
絵を見なが･r)考えた りする7亡ど,手を動かさな
いで,見体物を操作するイメージをもっことが
できるように子どもを追い込み,そのイメージ
を言語で表現することができるようにすること｡
(卦板粥の工夫
イメージ化と,言語での表現をう/J:がすため
に,板心の掲示をT_夫すること｡
伝)記号的把握を助ける活動
順序を表す言頻を使 うこと.計算の仕方をrコ
に出して唱えること,二例から求め方を確認す
ることなど,考えたことを衷現する過程で,言
語でイメージをもった り,式で与えたりするこ
とができるようにすること｡
である｡罪数的活動の内面化では,特に上のの
と②の指瑞方法の上長をうまくつなげることが
大切だと感 じられた｡
さらに工夫が必要だと感 じたのは.認知発達
段階の逆向きの指節である｡例えば.計許の仕
方を附いて,8+5の式を当てた り,数閲ブロ
ックの操作を見て,18÷3の式を巧てた りす
る倍軌をもっと取 り入れることである,これら
の指やを工夫することで,行動的把握,映像的
把鳳 記JE',･的把握の各段階を自山に行き来でき
るようになり,イメージを豊かにもっことがで
きるのでは/Llいかと考える｣
本研究を適 して,1960年代のブルーナ-
のq･.論を,今尚,教科精華で生かすことができ
ることに解く｡大切なことは不易なのだと感 じ
た｡硬に,思考ノブ･表現力を高める指導として
IJ~効に生かすことができることt)実感できたー
今後は,数や図形の概念の独得をH指 した,
算数的活動の内面化の方策も探ってみたい｡
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